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氷河時代の大学をどうするのか　　 
 
　近年、本学を取り巻く社会環境、とくに学生確保の情勢が急速に悪化してきました。 
　いま、厳格な対応が緊急絶対の必要事であります。 
　平成２０年（２００８）４月、全国の大学は約７０万人の新入生を迎えています。 
　青春の学び舎の式典、入学式はいかにも明るく希望に満ちた華やかなセレモニーでありますが、その実際の大学
の内情は頗る厳しいのです。 
　１８歳人口の急速な減少の中で、私立大学の約４割が入学定員に達していないのです。 
　本学はここ数年、年次を追って志願者が２割宛減りつづけてきましたが、平成２０年（２００８）３月は漸くのこと
で入学定員を確保できたというのが現状です。 
　平成１９年（２００７）度、全国の大学・短大の入学者は１８歳人口の５３％でありました。 
　これは１８歳人口の半分が大学・短大に入ったということですが、これをどう受けとめたらいいのでしょうか。 
　これについての世論を見てみると－（３/３１ 日経新聞調査）  
「学習意欲もないのに大学へ行っても時間とお金の無駄」７２％ 
「大学生の学力が全体的に低下」６７%  
「レベルの低い大学と大学生が増加」６５%  
　 
　このような世論を拠り所としてか、国の中央教育審議会は「向上への努力を怠る大学は淘汰されて必然である」
と明言し「大学の大きな問題は、質の管理を怠っていることだ」と指摘しています。 
　そして、それでもなお、社会の声を顧みない「旧態依然としている大学がある」と、まことに厳しい批判をして
いるのです。 
　かえりみて、本学は、はたしていかがでしょうか。 
　旧態依然として、大学内のことにのみ汲々として、時代の進運に無関心といわれることはないのでしょうか。 
　まさに「大学の氷河時代」が到来しています。 
　久しい以前から、少子化による１８歳人口の減少、大学全入の時代が来る－といわれていましたが、その現実が
急速に、そして確実に到来しました。 
　こうした大学の置かれた社会的状況の中で、本学はまさに生き残りをかけて、教育の改革と教育環境の整備を計
画的かつ早急に実施しなければなりません。 
　既に公表している平成２０年度からスタートする中期基本計画の実施について理事会、教授会、職員が一体とな
って取り組むことによって、一定の成果を挙げたいと考えております。 
　　　　 Topics
■ 「教育連携報告会」 ■ 「江戸の花・さくらそうフェア」 
■ 「大正大学フェア」 ■ 「文化功労者顕彰記念講演会」 
■ 「協定調印式」 
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平成１９年１０月開催。場所：ホテル日航福岡　内容：第１部「仏教と芸術」小峰彌
彦学長と本学客員教授東儀秀樹氏による特別対談、第２部「すべてを否定しない
生き方」東儀秀樹氏による雅楽演奏を交えた特別講演。その他、９月にコープシ
ティ花園ガレッソホール（新潟市）において、FM PORT（新潟県民エフエム放送）
共催によるフェア（公開講座、入試相談会、クイズ大会他）を開催 
平成１９年１２月開催。場所：本学大会議室　内容：辛島昇教授（文学部）文化功労
者顕彰記念講演会「インド文化とは何か　ラーマヤナとカレーライスを例にグロ
ーバリゼーションを考える」 
平成２０年１月開催。場所：本学２号館　内容：本学と豊島区立小・中学校との教
育連携（学校支援ボランティア）に関する報告会（基調講演「教育連携への期待」、
学生発表、講評「豊島区における教育連携の展望」、他） 
平成１９年４月開催。場所：千川上水公園（掘割バス停前）　内容：２００７千川上水
公園再生ワークショップ  江戸の花・さくらそうフェア実行委員会主催（本学協賛）
による桜草展示と品評会、本学雅楽倶楽部による雅楽演奏会、他 
　平成１９年１１月１９日、豊島区立舞台芸術交流センター（あうるすぽっと）
において、豊島区と区内六大学（学習院大学、女子栄養大学、大正大学、帝
京平成大学、東京音楽大学、立教大学）との連携・協働に関する包括協定調
印式が開催されました。 
　式典の最後に、高野之夫豊島区長より「としまコミュニティ大学」の開校
が宣言されました。 
　１１月２１日、板橋区教育委員会と「大正大学と板橋区教育委員会とのフレン
ドリースタッフボランティア制度の取り扱いに関する協定」を締結しました。 
　この制度は、本学人間学部人間福祉学科臨床心理
学専攻に1年以上在籍する学生及び大学院人間学研
究科臨床心理学専攻に在籍している学生を板橋区内
の公立小・中学校に派遣し、教育現場の体験を通し
て学校におけるカウンセリングの意義とその担当者
の役割を考えさせることによって、広く児童・生徒
への理解と関わりの体験を深めさせる機会をつくる
とともに、当該小・中学校の教育活動の充実のため
の支援を行うことを目的とするものです。 
 
資金収支計算書 平成19年4月1日から平成20年3月31日まで 
資金収支の推移 
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消費収支の推移 
（注）資金収支の推移の「資金収入」は資金収支計算書の「収入の部合計」から「前年度繰越支払資金」を控除した金額であり、「資金支出」は「支出の部合計」から「次年度繰越 
　　　支払資金」を控除した金額です。 
科 目 予 算 決 算 差 異 
学生生徒等納付金収入 
手数料収入 
寄付金収入 
補助金収入 
資産運用収入 
資産売却収入 
事業収入 
雑収入 
前受金収入 
その他の収入 
資金収入調整勘定 
前年度繰越支払資金 
収入の部合計 
収入の部 （単位：千円） 
支出の部 （単位：千円） 
科 目 予 算 決 算 差 異 
人件費支出 
教育研究経費支出 
管理経費支出 
借入金等利息支出 
借入金等返済支出 
施設関係支出 
設備関係支出 
資産運用支出 
その他の支出 
［予備費］ 
資金支出調整勘定 
次年度繰越支払資金 
支出の部合計 
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3,872,890 
127,793 
259,100 
360,600 
27,100 
35,000 
6,900 
121,570 
931,200 
688,617 
△1,229,255 
4,205,294 
9,406,809
2,527,384 
1,035,557 
492,845 
5,368 
100,000 
53,827 
113,877 
913,707 
309,301 
2,358 
△160,703 
4,013,285 
9,406,809
3,869,981 
112,279 
254,810 
381,178 
40,122 
35,000 
11,465 
150,313 
988,800 
661,653 
△1,261,369 
4,205,294 
9,449,530
2,446,389 
945,183 
454,536 
5,368 
100,000 
53,729 
112,968 
937,541 
315,751 
－ 
△201,258 
4,279,319 
9,449,530
2,908 
15,513 
4,290 
△20,578 
△13,022 
0 
△4,565 
△28,743 
△57,600 
26,963 
32,114 
－ 
△42,720
80,994 
90,373 
38,308 
0 
0 
97 
909 
△23,833 
△6,450 
2,358 
40,555 
△266,033 
△42,720
　資金収支計算書は、本学の当
該会計年度の諸活動に対応する、
全ての収入・支出の内容を明ら
かにし、かつ支払資金の収入・
支出のÓ末を明らかにするもの
です。 
 
　資金収入と資金支出の差額で
ある次年度繰越支払資金は、４２
億７千万円余となり予算を２億
６千万円余上回りました。 
　内訳を見ると、収入面では、
補助金収入及び雑収入が見込み
を上回ったほか、前受金収入が
予算に比して５千万円余も上回
るなど、収入全体として予算を
４千万円余上回りました。 
 
　支出面では、人件費が予算を
下回り２４億４千万円余となっ
たほか、教育研究経費支出並び
に管理経費支出等、全体的に予
算額を下回る結果となりました。 
 
　資産運用支出のうち、運用の
主なものとして、退職給与引当
特定資産（社債）へ１億円（積
上げ１億円）、大学整備費引当
特定資産（社債）へ３億円（積
上げ３億円）、綜合仏教研究費
引当特定資産（社債）へ１億円
（定期預金よりシフト）となっ
ており、今年度の社債への運用
合計は５億円、今年度末の運用
合計は３０億円となりました。 
消費収支計算書 平成19年4月1日から平成20年3月31日まで 
消費収支関係財務比率の推移  ①
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％ ●消費支出比率　●学生生徒等納付金比率 
●人件費比率　●教育研究経費比率 
H19H15 H16 H17 H18 年度 
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27.629.2 28.6
88.9
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％ ●帰属収支差額比率　●補助金比率　●寄付金比率 
H19H15 H16 H17 H18 年度 
6.9
5.6
5.1
6.2
5.6
12.1
7.9
0.1
5.4
11.1
10.5
14.1
6.0
5.1
13.1
消費支出比率＝消費支出／帰属収入　学生生徒等納付金比率＝学生生徒等納付金／帰属収入 
人件費比率＝人件費／帰属収入　　　教育研究経費比率＝教育研究経費／帰属収入 
消費収支関係財務比率の推移  ②
帰属収支差額比率＝（帰属収入－消費支出）／帰属収入 
補助金比率＝補助金／帰属収入　寄付金比率＝寄付金／帰属収入 
消費収入の部 （単位：千円） 
科 目 予 算 決 算 差 異 
学生生徒等納付金 
手数料 
寄付金 
補助金 
資産運用収入 
事業収入 
雑収入 
帰属収入合計 
基本金組入額合計 
消費収入の部合計 
消費支出の部 （単位：千円） 
科 目 予 算 決 算 差 異 
人件費 
教育研究経費 
管理経費 
借入金等利息 
資産処分差額 
［予備費］ 
消費支出の部合計 
当年度消費収入超過額 
前年度繰越消費支出超過額 
翌年度繰越消費支出超過額 
以下の各表における金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 
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3,872,890 
127,793 
260,100 
360,600 
27,100 
6,900 
121,570 
4,776,953 
△226,000 
4,550,953
2,471,143 
1,406,557 
523,845 
5,368 
28,300 
45,000 
4,480,214 
70,738 
877,029 
806,290
3,869,981 
112,279 
273,277 
381,178 
40,122 
11,465 
150,313 
4,838,618 
△206,483 
4,632,134
2,421,627 
1,337,660 
501,290 
5,368 
33,509 
－ 
4,299,456 
332,678 
877,029 
544,350
2,908 
15,513 
△13,177 
△20,578 
△13,022 
△4,565 
△28,743 
△61,665 
△19,516 
△81,181
49,515 
68,896 
22,554 
0 
△5,209 
45,000 
180,757 
－ 
－ 
－ 
　消費収支計算書は、計算目的
に違いはあっても、いわば企業
会計の損益計算書にあたるもの
で、本学の経営状態が健全であ
るかどうかを示すものです。 
 
　帰属収入は、学生生徒等納付
金、手数料、寄付金（現物寄付
金除く）、補助金、資産運用収入、
事業収入及び雑収入の法人に帰
属する負債とならない収入で、
資金収入の当該科目と同額です。 
 
　帰属収入４８億３千万円余か
ら基本金組入額を控除した消費
支出に充当することができる消
費収入は４６億３千万円余となり、
予算に対し８千万円余上回りま
した。 
 
　消費支出は、教職員の人件費、
教育研究活動及び法人の運営に
必要な諸経費で、４２億９千万
円余となり予算を下回ったので、
平成１９年度決算における帰属
収支差額は５億３千万円余、消
費収支差額は３億３千万円余の
収入超過となりました。 
貸借対照 表 　 　 平成20年3月31日 
※基本金未組入額は翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額です。 
借入金残高の推 移 
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0
百万円 
H19H15 H16 H17 H18 
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350
450
年度 
300
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％ ●流動比率　●基本金比率　●負債比率 
H15 H16 H17 H18 H19 年度 
14.620.9 17.2 16.6
100.0 98.4 99.199.9
288.5
329.8
207.7
279.2
20.6
98.9
228.5
貸借対照表関係財務比率の推 移 
流 動 比 率  ＝ 流 動 資 産 ／ 流 動 負 債 　 　 基 本 金 比 率  ＝ 基 本 金 ／ 基 本 金 要 組 入 額 
負 債 比 率  ＝ 総 負 債 ／ 自 己 資 金 （ ＝ 基 本 金 ＋ 消 費 収 支 差 額 ） 
科 目 本年度末 前年度末 増 減 
固定資産 
　有形固定資産 
　その他の固定資産 
流動資産 
合 計 
資産の部 （単位：千円） 
負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部 （単位：千円） 
科 目 本年度末 前年度末 増 減 
負債の部 
　固定負債 
　流動負債 
基本金の部 
消費収支差額の部 
合 計 
（注１） （単位：千円） 
減価償却額の累計額の合計 
（注２） （単位：千円） 
基本金未組入額 
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16,118,382 
11,620,788 
4,497,593 
4,470,964 
20,589,347
15,965,115 
11,944,029 
4,021,085 
4,368,146 
20,333,261
153,267 
△323,241 
476,508 
102,818 
256,085
2,617,084 
1,261,486 
1,355,598 
18,516,613 
△544,350 
20,589,347
6,069,641 5,678,611 391,029
157,622 276,355 △118,733
2,900,161 
1,386,249 
1,513,912 
18,310,129 
△877,029 
20,333,261
△283,076 
△124,762 
△158,314 
206,483 
332,678 
256,085
　有形固定資産は、図書購入を
約１億１千万円行ったが、施設
への投資が、情報閲覧室マルチ
メディア化工事、同LAN工事及
び９号館空調機改修工事を主と
して約３千６百万円のみであっ
たため、減価償却を主に３億２
千万円余の減少となりました。 
 
　その他の固定資産は、老朽化
の施設に対する長期施設修繕計
画に基づき、施設修繕引当特定
預金を新設し１億円の積上げを
行い、また、引当特定資産への
積上げ３億７千万円を行ったこ
とにより４億７千万円余の増加
となりました。 
 
　流動資産は、繰越現預金を主
に１億円余の増加となりました。 
 
　一方、負債の部で、借入金が
減少したこともあり、正味資産
は５億３千万円余の増加となり
ました。 
  （ 単 位 ： 名 ） 
学 　 　 部 学 科 ・ 専 攻 志 願 者 数 合 格 者 数 入 学 者 数 
仏教学科 
人間福祉学科 
人 間 学 部 
（社会福祉学専攻） 
（臨床心理学専攻） 
人間科学科 
計 
表現文化学科 
文 学 部 歴史文化学科 
計 
合 　 　 計 
学部・学科別志願者数・合格者数・入学者 数    平成19年度 
学部・大学院別定員・学生数 等 　 　 平成19年5月1日現在 
学部学生数  （ 単 位 ： 名 ） 
学 　 　 部 入 学 定 員 収 容 定 員 編 入 学 定 員 学 生 数 
人 間 学 部 4 8 5 2 , 0 78 6 9 2 , 457
文 学 部 3 4 0 1 , 4 52 4 6 1 , 721
合 　 　 計 8 2 5 3 , 5 30 1 1 5 4,178
大学院学生数  （ 単 位 ： 名 ） 
研 究 科 
博 士 前 期 課 程 （ 修 士 課 程 ） 博 士 後 期 課 程 
入 学 定 員 収 容 定 員 学 生 数 入 学 定 員 収 容 定 員 学 生 数 
仏 教 学 研 究 科 4 0 8 0 9 2 7 2 1 2 8
人 間 学 研 究 科 4 8 9 6 68 6 1 8 1 4
文 学 研 究 科 5 0 1 0 0 4 2 1 2 3 6 1 9
合 　 　 計 1 3 8 2 7 6 202 2 5 7 5 61
教職員 数 　 　 平成19年5月1日現在 
教員数（専任教員）   （ 単 位 ： 名 ） 
教 授 准 教 授 専 任 講 師 助 手 合 計 
人 間 学 部 39 21 4 0 6 4
文 学 部 3 1 7 3 0 4 1
Ⅰ類 0 1 1 0 2
合 　 　 計 7 0 2 9 8 0 1 0 7
職員数  （ 単 位 ： 名 ） 
専 任 常 勤 嘱 託 合 計 
6 5 29 9 4 
5,000
4,000
1,000
2,000
3,000
0
 名 　 ■  学部学生数　 ■ 大学院学生数 
H19
 名 
14,000
12,000
6,000
8,000
10,000
0
160
150
120
130
140
0
 名 18歳人口 学部志願者数 
H19H15 H16 H17 H18
H1 ５  H 16 H17 H1 8 
H19H15 H16 H17 H18
万人 
年度 
年度 
年度 
4,500
247
96 96 94 94
107
121
113
109
130
146
141
137
5,365
9,761
7,922 8,220 6,622
116
133
職 員 教 員 
95
4,1784,900 4,795
263
304 297
4,655
270
学部志願者数・18歳人口の推移 
学生数の推 移 
教職員数の推 移 
以下の各表における金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 
6
130
90
110
0
260 
1,862 
（740） 
（1,122） 
918 
3,040 
1,095 
1,230 
2,325 
5,365
170 
509 
（306） 
（203） 
316 
995 
293 
435 
728 
1,723
125 
280 
（168） 
（112） 
177 
582 
189 
247 
436 
1,018
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就職先業種別比率 
主な就職先 
0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 00 
■ 情報・通信 2.9％ 
■ マスコミ・出版・広告 1.7％ 
■ 運輸業 2.8％ 
■ 飲食店、宿泊業 3.7％ 
学校法人 大正大学 総務部 
〒170-8470 東京都豊島区西巣鴨3-20-1
TEL   03-3918-7311　 FAX  03-5394-3037 
E-Mail  info@mail.tais.ac.jp
就職状況 
役員等の状況　　平成20年3月31日現在 
平成20年4月30日現在 
理 　 　 事 
　 理 事 長 ： 里 見 達 人 
　 学 　 　 長 ： 小峰彌彦 
　 常 任 理 事 ： 小 野 ⧀幾 澄 、 石 上 善 應 、 杉 谷 義 純 、 船 岡 芳 昭 
　 理 　 　 事 ： 岡 本 宣 丈 、 榎 本 昇 道 、 菅 野 秀 浩 、 廣 橋 義 敬 、 宇 良 哲 
監 　 　 事 　 　 山 田 俊 和 、 鈴 木 道 雄 、 鈴 木 中 也 、 安 孫 子 虔 悦 
評 議 員 　 　 2 9名 （ う ち 6 名 理 事 兼 務 ） 
顧 　 　 問 　  　 4 名 
本 学 は 、 平 成 1 8 年 度 大 学 基 準 
協 会 に よ る 相 互 評 価 な ら び に 
認 証 評 価 の 結 果 、 大 学 基 準 へ 
の 適 合 認 定 を 受 け ま し た 。 今 後 
と も 、 よ り 一 層 の 大 学 教 育 ・ 研 
究 の 推 進 、 管 理 運 営 の 改 善 に 
努 め て ま い り ま す 。 
サービス 
21.2％ 
卸売・小売 
17.0％ 
宗教関係 
12.2％ 
金融・保険 
8.2％ 
医療・福祉 
7.7％ 
製造業 
7.6％ 
建設・ 
不動産 
6.6％ 
公務 
4.7％ 
教育 
3.7％ 
